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《短　報》

99mTc－ECD　SPECTによる正常脳血流像の作成

一
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　要旨　本研究の目的は99mTc－ECDの脳への正常分布パターンを明らかにすることである．10名の正

常被験者（年齢36～63歳：男性8名，女性2名）を対象にして，99mTc－－ECD脳SPECT像を撮像した．

被験者のX線CT像とコンピュータ化脳図譜システム（HBA：Human　Brain・Atlas）を利用して，それぞ

れの被験者のSPECT像を解剖学的に標準化し，平均SPECT像を作成した．

　99mTc－ECD平均SPECT像において，後頭葉の内側面に非常に強い集積を認めた．99「nTc－ECDのヒト

脳への集積パターンは，99mTc－HMPAOのSPECT像やtsO標識二酸化炭素ポジトロンCT像のパターン

とは異なっており，本剤の集積パターンは単純に局所脳血流を反映するだけではないことが考察され

た．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（核医学33：69－72，1996）

1．はじめに

　g9・・Tc．ethyl　cysteinate　dimer（酬Tc－ECD）は局所脳

血流イメージング剤として開発され1），現在広く

臨床に用いられている．その生体内での代謝や動

態はこれまで明らかにされてきており2～4），本剤

を用いた脳血流SPECT像は投与時の脳血流分布

を反映する5）と考えられているが，正常な脳内分

布パターンを詳細に報告した研究はいまだに行わ

れていない．今回われわれはポジトロンCTを用

いた脳賦活研究に通常用いられている解剖学的

標準化手法6）を99mTc－ECD脳SPECT画像に応用

し7），正常分布パターンの解析を行った．
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II．対象と方法

　36～63歳（平均40歳）の健常志願者10例（男

性8例，女性2例）を対象とした．全例右利き

で，神経学的異常は認められなかった．いずれ

も，脳血管障害の既往や高血圧，糖尿病，心疾患

などを有さず，検査前および検査時に薬物は服用

していなかった．全例に頭部X線CTをSPECT

撮像と同日に撮影したが，異常は認められなかっ

た．

　99niTc－ECDは平均984±17（標準偏差）MBqを肘

静脈より静注した．静注5～10分後よりSPEcr撮

像を開始した．SPECT装置は，4ヘッドの回転型

ガンマカメラ（日立メディコSPBCT　2000H）に低

エネルギー高分解型コリメータを装着して使用し

た．静注時からSPECT撮像まで，被験者を閉

眼，安静，臥床とした．SPECTデータ収集，画

像再構成および吸収補正は小山らの報告7）と同一

である．

　SPECT画像の解析も小山らの報告7｝で詳細に記
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Table　l　Regional　distribution　of　normalized　radioac－

　　　　tivities　of～99mTc－ECD　SPECT

Regions
　right　　　　　　　　　left

hemisphere　　hemisphere

96．9（13．0）

部位に関心領域を設定し，関心領域内の平均放射

能濃度も計算した．

Midbrain

Cerebellum

vermis

hemisphere

Caudate

Putamen

Thalamus

Hippocampus
Cingulate（anterior）

Sup　Temporal　G

Mid　Temporal　G

Inf　Temporal　G

Sup　Frontal　G

Mid　Frontal　G

Inf　Frontal　G

Precentral　G

Postcentral　G

Cuneus

122．2（13．7）

116．0（12．8）

131．6（12．7）

109．9（13．3）

108．2（15．5）

106．5（16．8）

118．8（11．9）

120．9（9．8）

108」（16．6）

ll2．8（14．0）

118．9（14．1）

110．0（lL6）

113．2（12．5）

110．3（1L9）

142．1（14．7）

Occipital　lobe（posterior）　126．8（17．2）

Occipital　lobe（lateral）　　　110．5（11．7）

White　mater　　　　　　89．7（13．8）

137．8（12．8）

124．3（13．4）

110．4（13．4）

129．4（12．7）

110．2（13．2）

92．6（19．3）

102．2（12．5）

109．9（12．3）

112．3（15．2）

102．9（16．0）

110．3（16．3）

110．5（22．4）

102．2（2L4）

105．9（22．3）

113．1（9．9）

145．6（lL6）

126．9（14．3）

113．2（10．2）

86．2（12．0）

Values　are　mean（S．D．）counts／voxeL　Sup，　Mid，　Infand

Gindicate　superior，　middle，　inferior　and　gyrus，

respectively．　Mean　global　count　was　assumed　to　be　100

countslvoxel．

述したものと同一であるのでここでは簡単に報告

する．画像解析には，Rolandら6）のコンピュータ

化脳図譜システム（HBA）を用いた．まず，各被

験者のX線CT像に，　HBAの標準脳をフィット

させるための，線形・非線形のパラメータを計算

した．標準脳の大脳・小脳の輪郭，脳室，中心

溝，外側溝二をリファレンスとして利用した．次

に，同じパラメータを用いてSPECT像を標準空

間上の標準脳の形状に移動変形した．また，

SPECT像は全脳の平均カウントが100　counts／

voxe1となるように標準化した．この際最高放射

能カウントの30％から100％までを脳のカウン

トと仮定した．各被験者の解剖学的に標準化され

たSPECT像から，平均値画像および標準偏差画

像をvoxel　by　voxelで計算した．さらに，脳の各

III．　結　　果

　Fig．1，2に99m’rc－ECD・－SPECTの平均および標準

偏差画像を示す．平均像では後頭葉の内側面に非

常に強い集積を認めた．Table　lに関心領域内の

平均標準化放射能濃度を示す．後頭葉内側面への

集積は，他の各大脳皮質よりも統計的に有意に強

かった（p＜0．01：多重比較による補正後のPaired

t－tesり．標準偏差像では脳室を含む脳実質外の放射

能カウントの低い部分は高いが，皮質領域は低く

大きな差はなかった．

IV．考　　察

　本研究では99f”Tc－ECDの正常SPECT像を作成

した．Table　1の結果は日常の画像診断の基礎

データとして有用であると考える．最も注目する

べきデータは，後頭葉内側面に非常に強い放射能

集積が認められるという点である．放射能静注時

からSPECT撮像まで被験者は安静閉眼を保って

おり，また本剤は投与後数分以後にはほとんど脳

への入力が無視できること8｝から，この後頭葉内

側面の高集積は視覚野の賦活によるものとは考え

られない．解剖学的標準化がSPECT画像の局所

定量性に影響を与える可能性があるが，標準偏差

は脳実質内では低く，標準化の正確さは標準偏差

で2から3mmであり7），　SPECTの空間分解能を

考えると，影響はないと考察される．同じ局所脳

血流イメージング剤である99mTc－HMPAOの正常

SPECT像は小脳および基底核に高集積を示す7）

が，この集積パターンとは大きく異なっている．

またポジトロンCTと150標識二酸化炭素により

計測した局所脳血流量の分布パターン9）とも異

なっている．サルでの研究により99”’Tc－ECDの脳

内分布と低中血流領域の脳血流量との良好な直線

性が過去に報告されている5｝が，今回のわれわれ

の結果は，ヒト脳においては本剤の分布パターン

は単純に局所脳血流量を反映するだけではないこ

とを示唆している．この99mTc－ECDに特徴的な集
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99mTc－ECD　SPECTによる正常脳血流像の作成

Fig．1　Mean　images　of　anatomically　standardized～｝9「nTc－

　　　　ECD　SPECT　of　ten　normal　subjects．　Image　was

　　　　thresholded　at　the　upper　and　lower　limit　of　l　50

　　　　and　40　counts／voxel，　respectively．　Slices　are

　　　　parallel　to　the　AC－PC　plane．　Left　side　of　the　brain

　　　　is　right　in　the　figures．
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Fig．2　Standard　deviation　images　of　anatomically

　　　　standardized　99mTc－ECD　SPECT　of　ten　normal

　　　　subjects．　Format　is　the　same　as　Fig．　L　Image　was

　　　　thresholded　at　the　upper　and　lower　limit　of　40　and

　　　　l5　counts／voxe1，　respectively．　Yellow　line

　　　　drawings　represent　the　brain　suface，　ventricles

　　　　and　main　sulci　of　the　standard　brain　atlas　of

　　　　HBAω．

積パターンを臨床診断上考慮する必要があると考

察した．

V．結 語

　99mTC－ECD－SPECTの正常像を解剖学的標準化

手法を用いて明らかにした．後頭葉内側面に非常

に強い集積を認めた．本研究結果より得られた

99mTc－ECDの正常集積パターンは，患者における

放射能分布異常の診断にデータベースとして使用

可能である．
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Summary

　　　Normal　Cerebral　Per血1sion　of卵Tc・ECI）Brain　SPECT

－
Evaluation　by　an　Anatomical　Standardization　Technique一

Ryuta　KAwAsHIMA，　Masamichi　KoYAMA，　Hiroshi　ITo，　Seiro　YosHloKA，　Kazunori　SATo，

　　　　　　　　　　　Shuichi　ONo，　Ryoi　GoTo，　Tachio　SATo　and　Hiroshi　FuKuDA

Department　of～Vuctearルted輌cine　a〃d　Radiology，1D　4　C，　Tohoku　L1〃iversity

　　A　Single　phOton　emitter　labeled　traCer，”mTc－ethyl

cysteinate　dimer（99mTc－ECD），　has　now　been　used　f（）r

rCBF　studies　with　SPECT．　However，　normal　distribu－

tion　pattern　of　this　agent　in　the　brain　still　remains　un－

clear．　Therefbre，　the　specific　purpose　of　this　study　was

to　investigate　the　normal　distribution　pattern　of　99mTc－

ECD　SPECT　image．

　　Regional　cerebral　distribution　was　measured　with

SPECT　and　984±17　MBq　of　99MTc－ECD　in　ten　nor－

mal　subjects．　During　the　SPECT　measurement，　sub－

jects　were　placed　comfortably　in　a　supine　position

with　their　eyes　closed．　Each　SPECT　image　was　ana－

tomically　standardized　using　a　computerized　brain　at一

las　system　of　Roland　et　al．（HBA：Human　Brain　Atlas）

and　X－CT　image．　Anatomically　standardized　SPECT

images　were　globally　normalized　to　l　OO　countivoxel．

Then，　the　mean　and　SD　images　of　brain　SPECT　were

calculated　voxe1－by－voxel　basis．

　　The　highest　radioactivity　was　found　in　the　medial

aspect　of　the　occipital　lobe．

　　The　results　indicate　that　the　normal　distribution　pat－

tern　of　99mTc－ECD　in　the　human　brain　may　be　not　sim－

ply　reflect　the　regional　cerebral　blood　flow．

　　Key　words：　99mTc－ECD，　SPECT，　Human　brain，

Cerebral　perfusion，　Anatomical　standardization．
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